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➢防災危機管理室では、
防災対策、国民保護、
危機管理、原子力災害
対策等に関する事務に
取り組んでいます。

＜本件の担当メンバー＞

➢ 係長 中野 武士

※写真左

➢ 係員 木村 竜之介

※写真右

➢ 倉庫作業で物資の数
量を確認する光景
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解決したい課題・実現したい未来

⚫１ 備蓄物資の効率的な管理

⚫２ 備蓄倉庫の効率的な運用

⚫３ 賞味期限等が近付いた物資の有効活用
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解決したい課題・実現したい未来

⚫１ 備蓄物資の効率的な管理
【解決したい課題】
◆備蓄物資の棚卸しとデータ管理の効率化
⇒物資更新の際に、台帳と実数に乖離が生じやすい

◆稼働型資機材の動作確認を効率的に行う体制づくり
⇒全避難所分にある資機材の稼働確認を行いたいが、
職員の負担が大きい
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実現したい未来
（あるべき姿）

・台帳と実数に乖離が生じない。
・備蓄物資の保管・管理負担が軽減する。
・災害時の物資利用が容易になる。



現状

⚫１ 備蓄物資の効率的な管理
◆備蓄物資の数量を、備蓄倉庫ごとに「数量把握」用と「履歴管理」用の

２つのエクセルデータで管理している。

◆物資を全500箇所以上に分散備蓄しているため、数量管理や移動の際に

は莫大な時間と労力がかかり、職員の負担が大きい。

◆稼働型資機材は300箇所近くの避難所に分散しているため、動作確認を

行いたいが、莫大な時間と労力がかかり、職員の負担が大きい。
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現状

⚫１ 備蓄物資の効率的な管理

【参考】

◆拠点備蓄倉庫 ： 30箇所

◆避難所備蓄倉庫：293箇所

◆緊急避難広場 ： 33箇所

◆福祉避難所 ：191箇所

合計：547箇所

6

災害物資搬送センター
（拠点倉庫）

御池創生館・御池中学校
（拠点倉庫兼避難所倉庫）



現状
「数量把握」用データ
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解決したい課題・実現したい未来

⚫２ 備蓄倉庫の効率的な運用
【解決したい課題】
◆倉庫内での物資配置場所の把握
◆物資の配置レイアウトの見直し
⇒担当職員以外でもわかりやすい配置にするとともに、図面等で職
員間や災害時に協力いただく輸送業者と共有しやすい仕組みを構
築したい。
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実現したい未来
（あるべき姿）

・救援物資が迅速・効率的に避難者まで行き届く。
・倉庫内が整理されている。
・物資の保管場所が図面として共有されている。



現状

⚫２ 備蓄倉庫の効率的な運用
◆拠点倉庫内で、どの物資をどの場所にどの程度の量を置いているかがわ

かりずらいため、災害時に倉庫を使用する際にわかりにくい。

◆物資が一部の拠点倉庫に偏在しているため、物資の移動等の際に遠方の

倉庫まで行く必要があり、職員の負担となっている。

◆担当職員も倉庫管理・運用のノウハウがないため、専門的なノウハウを

持つ事業者からアドバイスをいただきたい。
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現状
災害物資搬送センター

２階
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解決したい課題・実現したい未来

⚫３ 賞味期限等が近付いた物資の有効活用

【解決したい課題】

◆物資の賞味期限を正確に把握する。

◆期限が近付いた物資はすべて有効活用する。
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実現したい未来
（あるべき姿）

・フードロスが削減できる。
・倉庫のデッドスペースの発生を防止できる。
・倉庫をより効率的に使用できる。



現状

⚫３ 賞味期限等が近付いた物資の有効活用
◆地元の防災訓練や学校給食、児童養護施設等で使用している。

◆物資ごとに期限が異なり、数量も多いため、毎年度、払出先の確保に苦

労している。
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現状

補助食料（ビスケット）
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アルファ化米（炊出用） お粥



提案の自由度（想定する解決策）

⚫倉庫作業の専門知識・技術を有する業者の協力
を得て、拠点備蓄倉庫や避難所備蓄倉庫等の効
率的な管理や運用ができるよう、その方法や必
要な予算について、本市の財政状況を踏まえつ
つ検討している。
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企業側の想定メリット

⚫本市との連携事業として、PR可能であること。

⚫有効期限が近付いた物資又は賞味期限切れの物
資を使用した事業。

⚫他の自治体でも同様の課題を抱えており、取組
みを全国に広げられる可能性がある。
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行政によるサポート体制
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サポート項目 状況 詳細

職員とのディスカッション可否
（オンライン・オフライン・両方・NO)

両方可 ー

現場の視察可否 可能 ※ 施設管理者の承諾が得られた施設のみ

提供可能なデータ・資料 あり
• 備蓄物資の管理台帳
• 倉庫の図面 等

提供可能なフィールド あり

• 拠点備蓄倉庫
• 避難所備蓄倉庫
• 緊急避難広場
• 福祉避難所

今後の展開想定 ー
• 費用対効果を鑑みて本格導入につなげる可
能性がある

他自治体との課題共通性（１−５） ５
• 他の自治体でも同様の課題を抱えており、
取組みを全国に広げられる可能性がある


